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多孔性材料 Fe-205
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ナノ空間と触媒
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小倉研究室では、ナノ多孔性材料を用いて、

環境・資源・エネルギー問題の解決を目指している

小さな(ナノサイズの)空間で出来ることは？

例えば…

・物質/エネルギーを貯蔵・濃縮する

・有害物質を閉じ込める

・分子を(大きさ/化学特性)で選別する

・反応サイトを空間内に固定する

・空間選択的な反応を行う

環境

触媒

反応

の場
凹凸表面を反応場に CO2資源化を目指した反応への展開

独自の触媒を用いた

環状カーボネート合成

産業と連携した

NOx除去触媒開発

NO直接分解複核触媒の

デザイン

M2大畠

M2河野 D1山崎

AICE Team（嶋田・大西）

・NOを貴金属フリー触媒で処理

・車載可能な小型システム

⇒ 尿素-SCR(Cu-CHA)に

代わる触媒システムを！

表面ポケット構造を生

かした反応

Structure Commission of the International Zeolite Association

⇒求核性の向上⇒塩基触媒能の発現

窒素置換 メチル基修飾

Morita-Baylis-Hillman反応 JACS, 2014JACS, 2011Knoevenagel縮合

細孔内での反応

・拡散の問題

・反応基質の制限

ナノ空間での反応(反応点/選択性)をデザインし、真に使える触媒材料を創製する

理論計算・実験の両面から

最適な金属２核構造を創る

複数の企業・大学とチームを組み

新たな日本の自動車戦略を

表面での反応

・拡散性/アクセス性向上

・構造選択性の損失？

触媒サイクル

特異な
触媒反応

・各自動車企業に共通の課題

・社会からの性能要求・排出規制

⇒ 自動車用エンジンの高効率化・

低排ガス化の課題を共同で解決

NOx, PM

自動車用内燃機関技術研究組合
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結晶性ナノ構造 規則性メソ構造


